
 

 

様式第二号の八( 第八条の四の五関係)  

( 第１ 面)  

産業廃棄物処理計画書 

 2015 年 5 月 15 日 

 

愛 知 県 知 事 殿 

 

提出者                   

    住 所  名古屋市中区錦１ －１ ９ －２ ４  

氏 名  株式会社ＮＩ Ｐ Ｐ Ｏ 中部支店 

執行役員支店長 藤田 将寛 

( 法人にあっては、 名称及び代表者の氏名)  

電話番号  ０ ５ ２ －２ １ １ －６ ５ ９ １  

廃棄物の処理及び清掃に関する 法律第 12 条第９ 項の規定に基づき 、 産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する 計画を作成し たので、 提出し ま す。  

事 業 場 の 名 称  株式会社ＮＩ Ｐ Ｐ Ｏ  知多出張所 

事 業 場 の 所 在 地  愛知県知多郡東浦町大字森岡字藤後２ ７ －２  

計 画 期 間  2025年4月１ 日～2026年3月31日 

当該事業場において現に行っている 事業に関する 事項 

 

①事 業 の 種 類 ０ ６  総合工事業 

②事 業 の 規 模 元請工事高 45, 599万円 

③従 業 員 数 16人 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
別紙のと おり  

( 日本産業規格 Ａ 列４ 番)  



 

 

( 第２ 面)  

産業廃棄物の処理に係る 管理体制に関する 事項 

 

（ 管理体制図）  

本社・ 社長 

  ↓    ←【 環境安全品質保証部】  

中部支店長 ･･･（ 統括責任者）  

  ↓    ←【 環境安全品質保証グループ】  

愛知統括事業所 

  ↓ 

出張所   ･･･（ 産業廃棄物処理責任者）  

  ↓    

工事現場施工担当者 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する 事項 

 

① 現状 

【 前年度（  2024年度） 実績】     別紙明細の通り    

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ  ｔ  

（ こ れま でに実施し た取組）  

自社設計施工工事については、 排出量を極力減ら す工法を採用 

 

 

 

 

 

② 計画 

【 目標】               別紙明細の通り    

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ  ｔ  

（ 今後実施する 予定の取組）  

引き 続き 今後も 自社設計施工工事については、 排出量を極力減ら す

工法を採用する  

 

 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する 事項 

 

①現状 

（ 分別し ている 産業廃棄物の種類及び分別に関する 取組）  

職員一同に産業廃棄物処理に関する 講習を義務付け、 法令遵守に努

めている 。  

②計画 

（ 今後分別する 予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する 取組）  

産業廃棄物と 一般廃棄物と の区分けを従業員及び下請従事者に 

朝礼・ 協議会において指導徹底する  

 



 

 

（ 第３ 面）  

自ら 行う 産業廃棄物の再生利用に関する 事項 

 

① 現状 

【 前年度（  2024年度） 実績】  

産業廃棄物の種類   

自ら 再生利用を 行っ た 

産業廃棄物の 量 
ｔ  ｔ  

（ こ れま でに実施し た取組）  

実施し ていない 

 

 

②計画 

【 目標】  

産業廃棄物の種類   

自ら 再生利用を 行う

産業廃棄物の 量 
ｔ  ｔ  

（ 今後実施する 予定の取組）  

 

 

 

自ら 行う 産業廃棄物の中間処理に関する 事項 

 

① 現状 

【 前年度（  2024年度） 実績】   

産業廃棄物の種類   

自ら 熱回収を 行っ た

産業廃棄物の 量 
ｔ  ｔ  

自ら 中間処理によ り 減量し た  

産業廃棄物の 量 
ｔ  ｔ  

（ こ れま でに実施し た取組）  

実施し ていない 

 

 

 

②計画 

【 目標】    

産業廃棄物の種類   

自ら 熱回収を行う

産業廃棄物の 量 
ｔ  ｔ  

自ら 中間処理によ り 減量する  

産業廃棄物の 量 
ｔ  ｔ  

（ 今後実施する 予定の取組）  

 

 

 

 



 

 

（ 第４ 面）  

自ら 行う 産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する 事項 

 

① 現状 

【 前年度（  2024年度） 実績】  

産業廃棄物の種類   

自ら 埋立処分又は 

海洋投入処分を 行っ た 

産業廃棄物の 量 

ｔ  ｔ  

（ こ れま でに実施し た取組）  

実施し ていない 

 

 

②計画 

【 目標】  

産業廃棄物の種類   

自ら 埋立処分又は 

海洋投入処分を 行う  

産業廃棄物の 量 

ｔ  ｔ  

（ 今後実施する 予定の取組）  

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する 事項 

 ① 現状 

【 前年度（  2024 年度） 実績】  別紙明細の通り  

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ  ｔ  

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ  ｔ  

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ  ｔ  

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ  ｔ  

認定熱回収業者以外の

熱回収を 行う 業者への

処 理 委 託 量 

ｔ  ｔ  

（ こ れま でに実施し た取組）  

当社よ り 発生する 廃棄物は、 アスファ ルト 塊、 コ ンク リ ート 塊が 

大部分を占めており 全量再生利用さ れている 。  

 

 

 

 



 

 

（ 第５ 面）  

 ② 計画 

【 目標】 別紙明細の通り  

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ  ｔ  

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ  ｔ  

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ  ｔ  

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ  ｔ  

認定熱回収業者以外の

熱回収を 行う 業者への

処 理 委 託 量 

ｔ  ｔ  

（ 今後実施する 予定の取組）  

再生利用業者を継続し ていく 。  

 

 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（ 第６ 面）  

備考 

１   前年度の産業廃棄物の発生量が1, 000ト ン以上の事業場ごと に１ 枚作成する こ と 。  

２  当該年度の６ 月30日までに提出する こ と 。  

３  「 当該事業場において現に行っている 事業に関する 事項」 の欄は、 以下に従って記入する

こ と 。  

 ( 1) ①欄には、 日本標準産業分類の区分を記入する こ と 。  

 ( 2) ②欄には、 製造業の場合における 製造品出荷額（ 前年度実績）、 建設業の場合における 元請

完成工事高（ 前年度実績）、 医療機関の場合における 病床数（ 前年度末時点） 等の業種に応じ

事業規模が分かる よ う な前年度の実績を記入する こ と 。  

 ( 3) ④欄には、 当該事業場において生ずる 産業廃棄物についての発生から 最終処分が終了する ま

での一連の処理の工程（ 当該処理を委託する 場合は、 委託の内容を含む。） を記入する こ と 。  

４  「 自ら 行う 産業廃棄物の中間処理に関する 事項」 の欄には、 産業廃棄物の種類ごと に、 自

ら 中間処理を行う に際し て熱回収を行った場合における 熱回収を行った産業廃棄物の量と 、

自ら 中間処理を行う こ と によ って減量し た量について、 前年度の実績、 目標及び取組を記入

する こ と 。  

 ５  「 産業廃棄物の処理の委託に関する 事項」 の欄には、 産業廃棄物の種類ごと に、 全処理委

託量を記入する ほか、 その内数と し て、 優良認定処理業者（ 廃棄物の処理及び清掃に関する

法律施行令第６ 条の11第２ 号に該当する 者） への処理委託量、 処理業者への再生利用委託

量、 認定熱回収施設設置者（ 廃棄物の処理及び清掃に関する 法律第15条の３ の３ 第１ 項の認

定を受けた者） である 処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収

を行っている 処理業者への焼却処理委託量について、 前年度実績、 目標及び取組を記入する

こ と 。  

 ６  それぞれの欄に記入すべき 事項の全てを記入する こ と ができ ないと き は、 当該欄に「 別紙

のと おり 」 と 記入し 、 当該欄に記入すべき 内容を記入し た別紙を添付する こ と 。 また、 産業

廃棄物の種類が３ 以上ある と き は、 前年度実績及び目標の欄に「 別紙のと おり 」 と 記入し 、

当該欄に記入すべき 内容を記入し た別紙を添付する こ と 。 また、 それぞれの欄に記入すべき

事項がないと き は、「 ―」 を記入する こ と 。  

７  ※欄は記入し ないこ と 。  

 

 

 

 

 



別紙１

【前年度（2024年度）実績】

廃棄物の種類 汚泥 がれき類 がれき類
その他がれ
き類

名称（任意の名称を記入してくださ
い）

アスファルト コンクリート 鉱さい

① 排出量(t) 12.45 2481 2638 40

② 自ら再生利用を行った量(t) 0 0 0 0

③
自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行った量(t)

0 0 0 0

⑤ 自ら熱回収を行った量(t) 0 0 0 0

⑦ 自らの中間処理による減量(t) 0 0 0 0

⑩ 処理委託した全量(t) 12.45 2481 2638 40

⑪
優良認定処理業者への
処理委託量(t)

0 0 0 0

⑫ 再生利用業者への処理委託量(t) 12.45 2481 2638 40

⑬ 認定熱回収業者への処理委託量(t) 0 0 0 0

⑭
認定熱回収業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量(t)

0 0 0 0



別紙２ 【今年度（2025年度）計画】

廃棄物の種類 汚泥 がれき類 がれき類
その他がれき
類

名称（任意の名称を記入してくださ
い）

アスファルト コンクリート 鉱さい

① 排出量(t) 15 2500 2500 50

② 自ら再生利用を行う量(t) 0 0 0 0

③
自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う量(t)

0 0 0 0

⑤ 自ら熱回収を行う量(t) 0 0 0 0

⑦ 自らの中間処理による減量(t) 0 0 0 0

⑩ 処理委託する全量(t) 15 2500 2500 50

⑪
優良認定処理業者への
処理委託量(t)

0 0 0 0

⑫ 再生利用業者への処理委託量(t) 15 2500 2500 50

⑬ 認定熱回収業者への処理委託量(t) 0 0 0 0

⑭
認定熱回収業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量(t)

0 0 0 0



別紙

ｱｽﾌｧﾙﾄ塊

中

間

処

理

施

設

鉱さい

その他 汚泥

産業廃棄物発生フロー図

既設構造物

現 場

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊
既 設 舗 装


